
 ≪研修の開催実績≫ 

参加者コミュニケーション委員会の活動として、スタッフや管理者向けの研修を実施した。平成 22年度から

平成 30年度までの 9年度に開催された研修の日程や内容は以下の通りである。 

 山縣然太朗委員長や武藤香織委員をはじめ、コアセンター長などエコチル調査関係者が講師となったが、一

部の専門的なテーマは外部講師による講義を実施した。 

※外部講師 株式会社シー・イー・アイ／株式会社インソース／茂木和剛氏 

日本科学未来館・本田ともみ氏、冨田知宏氏／読売新聞・長谷川聖治氏 

奈良県立医大・岡本恵介氏／石野かおり氏 
年度 開催日 会場 研修名 プログラム 

平成 22 年度 

(2010.4-11.3) 

10/25-26 

11/9-10 

東京 

大阪 

調査スタッフ 

研修 

 

・エコチル調査の概要 

・メディカルサポートセンターの役割 

・ガバナンス（意志決定、情報共有、リスク管理、危機管理） 

・エコチル調査に必要な疫学の基礎知識 

・環境、化学物質と健康 

・ゲノム研究とは 

・エコチル調査における倫理と研究対象者の保護 

・パイロット調査の経験から 

平成 23 年度 

(2011.4-12.3) 

6/30 

7/2 

東京 

大阪 

RC 研修 

アドバンスト 

コース 

 

・研修の目的について 

・RC としての体験報告 

（IC が得やすい条件、得にくい条件、IC で困った点、アクシデントなど） 

・問題点の整理と IC が得やすい条件の検討 

・リクルートをどうする ～ 同意をいただくためには ～ 

・実例から学ぶリスク管理 

・RC の心身の健康管理 ～ 特にメンタルヘルスの管理について ～ 

・RC に求められる基礎知識 ～ 胎児や小児への放射線影響 ～ 

7/28 東京 管理者研修 ・研修の目的について 

・国家戦略としてのエコチル調査 

・エコチル調査の意義と今後の展望 

・研究ガバナンス 1 エコチル調査の研究組織、運営方法 

・研究ガバナンス 2 リクルートの戦略と広報 

・研究ガバナンス 3 リスク管理、危機管理を中心に 

・研究ガバナンス 4 エコチル調査における倫理的な課題 

・研究ガバナンス 5 追加調査の位置づけ 

・現状の課題、今後のあり方についての意見交換 

平成 24 年度 

(2012.4-13.3) 

7/24 東京 管理者研修 ・エコチル調査進捗と今後の展開 

・エコチル調査の研究ガバナンス 

・「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」の改正について 

・コーチングの基礎 －チーム作りのためのスキルアップ－ 

・現状の課題についての意見交換 

10/5 

11/5 

つくば 

大阪 

RC 研修 

 

・研修の目的と進め方 

・講義「エコチル調査におけるリスク管理」 

・グループワーク 1 リクルートの進め方 

・グループワーク 2 フォローアップの進め方 

・全体での事例報告と質疑、グループ討論、討論結果発表と質疑 

1/23 東京 事務系 

スタッフ研修 

・個人情報管理、研究ガバナンスに関する講義 

・グループ討論 1 参加者への連絡、調査関係者内の情報共有、個人情報の管理 

・グループ討論 2 効果的な広報活動・イベントの企画、書類や物品の管理、処分、

進行管理の工夫、働きやすい職場作りなど 

平成 25 年度 

(2013.4-14.3) 

7/25 東京 管理者研修 ・研修のポイント 

・大規模調査研究における危機管理 －事故事例とその対応－ 

・講義「エコチル調査の現状と課題」 

・エコチル調査におけるリスク管理 －インシデントレポートから分かること－ 

・グループ討論 1 リクルートに不可欠な個人情報リストとは 

・グループ討論 2 個人情報リストの管理方法 

・グループ討論報告、意見交換 

・講義「情報管理の思想と現場への適用 －グループ討論報告を聞いて－」 

11/1 

11/25 

大阪 

東京 

RC 研修 ・研修の目的と進め方 

・講義「エコチル調査の現状と今後の課題」 

・講義「エコチル調査の研究ガバナンス」 

・グループワーク 1 個人情報管理の改善 

・グループワーク 2 フォローアップの進め方 

 ①督促など脱落防止対策、②参加者向けの広報やイベント企画とその効果 

・事例報告、グループ討論、討論結果発表と質疑 

・講義と演習「コミュニケーション研修 心のおしゃれ ～自分のコミュニケーシ

ョンスタイルを知る～」 



平成 26 年度 

(2014.4-15.3) 

7/25 東京 管理者研修 ・講義「エコチル調査の現状と課題」 

・エコチル調査におけるリスク管理 －インシデントレポートから分かること－ 

・フォローアップ状況の把握方法 

・グループ討論 1 今後のリスク管理の課題と対策 

（①詳細調査の体制とリスク対応、②成果発表のルールと対応） 

・グループ討論 2 詳細調査の実施体制と地域との連携(①フォローアップ率の維持

に向けた取り組み、②地域の小児科などとの連携や地域運営協議会のあり方） 

・グループ討論報告、意見交換 

8/11 

8/25 

東京 

大阪 

スタッフ研修 ・研修の目的と進め方 

・講義「エコチル調査の現状と今後の課題」 

・講義「エコチル調査におけるコミュニケーションとリスク管理」 

・事例報告：UC におけるフォローアップ戦略 

・グループワーク 1 UC におけるフォローアップ活動交流 

・演習「催促電話や協力取り止め電話対応」 

・グループワーク 2 電話連絡や対応における現状と改善策 

・事例報告、グループ討論、討論結果発表と質疑 

・演習「メンタルヘルス研修 ～日常的にできるメンタルケア～」 

9/9-10 

9/24-25 

東京

大阪 

詳細調査研修 ・対象者のリクルート 

・1.5 歳訪問調査の方法とマナー 

9/17-19 大阪 詳細調査研修 ・2 歳新版 K 式検査 検査者養成（初級研修） 

 その後の研修は個別対応の臨床研修（陪席） 

1/26 

3/16 

成育医

療研究 

ｾﾝﾀｰ 

詳細調査研修 ・2 歳詳細調査（医学的検査） 

平成 27 年度 

(2015.4-16.3) 

8/5 東京 管理者研修 ・講義「エコチル調査の現状と課題」 

・講義「エコチル調査の研究ガバナンス」 

・講義「母子を対象とした広報におけるポイント」 

・講義「報道する立場から成果発信のあり方を考える」 

・講義「予算執行にかかわるガバナンス」 

9/7 

9/14 

東京

大阪 

スタッフ研修 ・研修の目的と進め方 

・講義「エコチル調査の現状と今後の課題」 

・解説「詳細調査 3 歳時訪問調査について」 

・事例報告：UC におけるフォローアップ活動 

・グループワーク 1 UC におけるフォローアップ活動 

・事例報告：詳細調査実施における課題と対応 

・グループワーク 2-1 電話相談応における現状と改善策 

・グループワーク 2-2 詳細調査実施における課題と対応 

平成 28 年度 

(2016.4-17.3) 

 

 

 

8/3 東京 管理者研修 ・講義「エコチル調査の現状と課題」 

・講義「エコチル調査の研究ガバナンス」 

・講義「QRP と個人情報保護法改正の動向について」 

・講義「広報におけるチェックポイント」 

9/20 

10/3 

東京 

大阪 

スタッフ研修 ・研修の目的と進め方 

・講義「エコチル調査の現状と今後の課題」 

・講義「講義：エコチル調査の研究ガバナンス」 

・講義「日常業務における QRP 事例」 

・事例報告：UC におけるフォローアップ活動 

・グループワーク 1-1 広報・イベント 

・グループワーク 1-2 質問票依頼・相談対応 

平成 29 年度 

(2017.4-18.3) 

7/20 東京 管理者研修 ・講義「エコチル調査の現状と課題」 

・講義「エコチル調査の研究ガバナンス」 

・グループ討論 学童期検査に向けて 

・グループ発表、質疑応答 

9/15 

9/21 

東京 

大阪 

スタッフ研修 ・研修の目的と進め方 

・講義「エコチル調査の現状と今後の課題」 

・講義「エコチル調査の研究ガバナンス」 

・講義「エコチル調査での化学物質測定」 

①金属データの返却に向けて ②詳細調査での環境測定 

・事例報告：UC における研修状況 

・事例報告：4 歳詳細調査での問題点等 

・グループワーク 1 UC 内スタッフ研修の状況、情報交換 

・グループワーク 2 4 歳詳細調査での問題点、情報交換 

平成 30 年度 

(2018.4-19.3) 

9/21 東京 管理者研修 ・講義「記者会見への臨み方」 

・グループワーク マスコミ対応研修 

10/3 

10/12 

大阪 

東京 

スタッフ研修 ・講義「エコチル調査のスタッフ・参加者コミュニケーション」 

・グループ研修 アサーティブコミュニケーション研修 

 


